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Effort and Improvement of the Required Subject, “English V” 
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The purpose of this article is to show how the subject, “English V” has been improved since 2016. When the subject was 
held in 2013 for the first time, students were evaluated, based on different standards, because their teachers in charge of this 
subject from 2013 to 2016 gave classes with their own perspectives. The authors aim to unify the evaluation standards in 
order to evaluate students’ grades fairly: to introduce the same examination questions in the regular examinations and the 
same quizzes. In addition, the first author has incorporated a presentation activity. In the latter part, this article also shows 
how its activity has been improved. 
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１．は じ め に 

 

 平成 21 年度以降の入学者を対象に一般科目・外

国語分野において、「英語 V」は平成 25 年度から平

成 31 年度（令和元年度）にかけて開講されてきた。

本科目は、本科 5 年生対象として、それ以前まで本

校には開講されていなかった「英語」の必修科目で

ある。 
 筆頭著者は、平成 28 年度より本校改組前までの

「英語 V」の授業担当をおこなってきた。それ以前

の 3 年間での課題を意識しながら、授業に対する改

善活動や新たな取り組みをおこなってきた。そこで

本稿は、学科改組後の「英語 V」の開講前に、これ

までの課題点や取り組みについて整理することで、

本校での今後の英語カリキュラムを模索するうえ

での一助になることを目標とする。 
 

２．平成 25年度の導入から 27年度までの課題 

 

「英語 V」は、前回のカリキュラム改変により平

成 25 年度から開講されている。1 単位の必修科目

であるが、平成 25 年度から 27 年度にかけては、週

1 回の 50 分授業として実施されていた。この期間 
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は、当時在籍していた常勤教員と非常勤講師で授業

を担当していたことが、シラバスの記述からあきら

かである。 
定期試験の時間割をたどれば、当時の定期試験の

実施日や実施時間が、4 クラス一致していない。こ

れは、授業担当者によって試験問題が異なっていた

ことを示す。 
また、筆頭著者の記憶として、平成 25 年度当時

の一般科目の FD 活動の一環として、「英語 V」の授

業見学をおこなったことがあるが、受講者が授業開

始時に教室の半数以下しかそろっていない状況で

授業がはじまったことも課題として印象に残って

いる。 
 

３．全学科での統一的評価の試みとして 

  

 以下本稿では、筆頭著者が、平成 28 年以前の「英

語 V」が抱えていた問題をふまえておこなった授業

計画について整理をしたい。 
 

３．１ 平成 28 年度の試み 

平成 28 年度「英語 V」は、筆頭著者が 4 学科す

べてのクラスの授業を担当した。そのことで、定期

試験の試験問題は必然的に統一された。 
つぎに、成績評価方法を詳細に設定した。平成 27

年度までの成績評価方法は以下の通りである。 
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4 回の定期試験の結果を同等に評価する

（60％）。定期試験の結果と平素の課題等（40％）

との総合計により評価する。再試験は原則として

実施しない。 
 
一方で、平成 28 年度では、下記の通りの設定をお

こなった。 
 

2 回の定期試験の結果平均して評価する（50％）。

定期試験の結果に加え、平素の課題、小テスト、

発表など（50％）を総合して成績評価をおこなう。

試験には教科書・ノートの持ち込みを許可しな

い。場合によっては再試験を実施する。 
 

平成 27 年度までの「平素の課題等」は現状では

あきらかではないが、平成 28 年度の取り組みとし

て、授業内での小テストの実施があげられる。この

年度は、計 15 回の授業内で 12 回の小テストを実施

した。このテストは、授業開始時に実施しており、

総合成績の 25％を占めるものであった（当然 5 年

生という学生の性質を意識して、公認欠課やそれに

準ずる欠課については、小テストに対しても追試験

を実施した）。 
さらに、授業中に実施するグループ発表も導入し

た。これは、指定のグループごとに、授業で取り上

げる内容を予習して、プレゼンテーションソフトを

使用して発表するものである。こちらも発表と課題

提出として総合成績の 25％として評価に加えた。 
この年度の課題としては、小テストの実施回数が

あげられる。確かに、知識・理解の確認としても小

テストは有効性があったといえるが、単独の教員が、

180 名を超える答案を毎週採点し、返却するのは継

続的な実施が難しい。また、小テストの追試験は、

教員にも該当学生にも負担として大きかったので、

次年度以降の課題とした。 
また、グループごとに実施したプレゼンテーショ

ンは、特定の学生が準備をしている傾向にあり、成

績評価を困難にした側面がみられたので、こちらも

次年度以降の課題とした。 
 

３．２ 平成 29 年度の試み 

 平成 29 年度は、2 名の常勤教員が授業担当をお

こなうこととなった。そのなかで、ふたつのことを

意識してシラバスを修正した。 
 ひとつめは、定期試験の問題を 4 学科とも統一す

るということである。そのためには、授業進度をそ

ろえる必要があった。担当教員によって、状況が異

なるものの、無理のない範囲設定や進捗状況を逐次

打ち合わせることによって、問題の統一は可能とな

った。さらに、2 回の定期試験問題を 1 回ずつ担当

することにより、受講者の有利不利を減らしたうえ

で、教員負担も減らせるよう努めた。 
 ふたつめは、小テストの実施についてである。こ

ちらは、平成 28 年度の反省もふくめて、実施回数

を 5 回と限定した。こちらも定期試験と同様に問題

作成を分担した。さらに、採点に必要な時間を短縮

させるために、マークシート方式の解答を採用した。 

 

３．３ 平成 30 年度の試み 

複数の教員が、同一科目を担当し、試験問題や成

績評価方法にある程度の統一性を持たせようとす

れば、そのための協議や相談などに通常よりも多く

の時間が必要になる。 
 平成 29 年度では、その前年度と比較すれば、大

幅な負担軽減につながった。さらに、平成 30 年度

は、定期試験でのマークシート方式の解答用紙を一

部採用した。 
 前年度時点で小テストでの解答は全問マークシ

ートによる。実際のところ、定期試験での導入につ

いては、正確性に不安を持っていたため、踏み切れ

なかった側面があった。しかしながら、授業担当者

のソフトウェアの取り扱いが上達したことや、前年

度の別の科目での導入で問題がなかったことも踏

まえての採用となった。これは、英語の試験問題の

特性である記号問題の多さとも関係する。一方で、

単純作業的な採点から解放されたことから、記述問

題の採点に時間を十分に割り当てられるといった

効果も生じた。 
 

３．４ 平成 31 年（令和元年）度の試み 

 平成 30 年度までの取り組みで、複数の常勤教員

で成績評価を統一することができた。つづく平成 31
年度では、常勤教員 2 名と非常勤講師 1 名をふくむ

3 名での授業実施体制となった。 
 基本的には、平成 30 年度を踏襲しつつも、分担

を変更することで実施した。例えば、小テストの問

題作成を常勤教員 1 名につき 2 回分、非常勤講師 1
名が 1 回分を担当した。定期試験の問題作成は、常

勤教員 1 名が 1 回分、常勤教員 1 名と非常勤講師 1
名で 1 回の試験問題の作成を分担する運びとなっ

た。 
  
 ここまでの取り組みとして、おもにふたつの改善

があげられる。ひとつめは、以前には統一されてい

なかった同一科目間での成績評価を一定の基準で

そろえることができたことである。 
ふたつめに、通常は、このようなこころみをすれ

ば、負担が増加することが懸念されるが、事前の打

ち合わせやマークシートによる採点を導入したこ

とにより、負担軽減へとつながったことがあげられ
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る。 

 

４．プレゼンテーション活動の試み 

 

 これまでは、成績評価の観点からの統一的評価の

ための取り組みについて記してきた。他方で、筆頭

著者が平成 28 年度から平成 31 年（令和元年）度に

かけておこなってきたプレゼンテーション活動に

ついての試みを紹介したい。 
3－1．に記載しているとおり、このプレゼンテー

ションは、授業実施前の予習を兼ねた活動である。

筆頭著者は、平成 28・29 年度では、1 クラス（1 学

科）単位で授業をおこなっていたが、平成 30・31 年

（令和元年）度では、2 クラス（2 学科）合同で授

業を実施した。そのなかで、プレゼンテーション活

動で、どのような変更を加えて対応したかを紹介し

たい。 
すでに紹介したとおり、この期間は通常の規模で

講義をおこなっていたため、プレゼンテーションの

ための準備は、授業外に設定していた。しかしなが

ら、実際には一部の学生が中心となって取り組み、

そのほかの学生が依存しているように思われた。 
これを改善できないまま、平成 30 年度には 2 ク

ラス合同授業を実施することになった。そこで、2
学科の学生が入り混じったグループ（3～4 名）を編

成し、プレゼンテーションの準備を授業内に時間を

設定しておこなうこととした。以前は、事前準備を

授業外に実施していたため、プレゼンテーションソ

フトを使用していたが、80 名規模の受講者では、同

様の方法は適していない。そこで、教員のパソコン

一台とプロジェクターで実施できるプレゼンテー

ションの方法を模索した。 
 筆頭著者は、ほかの科目「人間と文学」（平成 29・
30 年度担当）で、ホワイトボードを使用してプレゼ

ンテーションをおこなう活動を導入していたので、

この発想を利用することにした１）。スライド複数枚

を想定したハンドアウトを配布し、既定の時間内に

手書きのスライドを作成し、説明のための英語原稿

を作成する。グループで作業をおこなうが、直前ま

で発表者は指名されない。受講者全員が指名される

可能性があるため、参加すべき活動としてグループ

内での協力体制が生まれる。 
平成 30 年度は、書画カメラを使っていたが、プ

ロジェクターでの投影に適していないため、プレゼ

ンテーションを聞く側に集中力が保たれなかった。

翌年の平成 31 年（令和元年）度は、パソコンのカ

メラ機能をもちいたことと、サインペンでのスライ

ド作成により、視聴にも良い効果があった。 
この方法により、視聴覚資材がパソコンとプロジ

ェクター、スクリーンと少なくても、即席のプレゼ

ンテーションをおこなうことができること、加えて

単独、グループの両方の形式に対応した汎用性も見

出された。今後も、必要に応じて活用していきたい。 
 

５．ま と め 

 

 本稿では、前半に「英語 V」の成績評価方法の統

一にむけた試み、および教員の負担軽減も兼ねた取

り組みについて紹介した。後半には、筆頭著者が「英

語 V」内で実施してきたプレゼンテーション活動に

ついて取り上げた。 
 低学年の英語関連科目は（1 年から 3 年生にかけ

て）、授業担当者を統一することで、成績評価方法

を統一し、成績の公平性へ配慮をおこなってきた。

しかしながら、高学年では、特に意識されないまま

となってきた。そのようななかで、令和 2 年度には、

総合理工学科完成年度としての「英語 V」が新規に

開講される。その授業担当者や具体的な使用教材に

ついては、これから協議される。過去 4 年間の授業

実施のなかでおこなわれた成績評価方法の統一と

いう試みが、学生に対する成績評価への公平性、さ

らに可能な限りの組織的な負担軽減につながれば

幸いである。 
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